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札幌圏 就労移行支援事業所 調査結果 

札幌障がい者就業･生活支援センター たすく 



平成29年度 就労移行支援事業所調査 

■ 調査対象  就労移行支援事業所 ８７ヶ所 
   平成29年 4月 1日現在、事業所指定を受けている札幌圏（札幌･石狩･江別･北広島市） 

   の就労移行支援事業所（事業休止中4ヶ所を含む） 

  

■ 前年度の調査に以下1項目を追加、1項目を変更 
  ・調査対象の就労移行支援事業所を運営する法人名 

  ・ジョブコーチ制度活用についての内訳 

   「ＪＣ(＝ジョブコーチ)」「ＪＳ(＝札幌市ジョブサポーター)」 

 

■ 調査結果の利用方法･範囲 
  ① 相談支援対象者に対して、就労移行支援事業所等の利用選択･検討を進める際の 

   情報提供資料として活用するとともに、 

  ② 調査結果をまとめた統計データは、地域状況を説明する際の情報として活用する 

   こととし、 

  個別事業所が特定される形での情報公開はしない旨を依頼文書に明記して実施。 

 

■ 調査結果情報の共有 
  調査対象圏域の 就業･生活支援センター 及び 各市で設置されている就業･生活相談 

  支援事業など 計７ヶ所と、上記①②の利用範囲を限定して情報を共有。 
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就業･生活応援プラザ とねっと 
 中央区北1条西20丁目1-1 ラントレボー601 
  ℡ 011-640-2777 （西18丁目駅 徒歩約5分） 

就業･生活相談室 からびな 
 北区北17条西4丁目2-28 
     藤井ビル北17条Ⅰ 301号室 
 ℡ 011-768-7880 （北18条駅 徒歩約1分） 

就業･生活相談室 しんさっぽろ 
 厚別区厚別中央3条3丁目3-33 
      システムコート106号室 
 ℡011-887-7075 （ひばりが丘 徒歩約9分） 

就業･生活相談室 テラス 
 豊平区豊平8条11丁目3-16 
       ラフェリア豊平公園１Ｆ 
℡011-598-9394 （豊平公園駅 徒歩約5分） 

札幌障がい者就業･生活支援センター たすく 
 北区北7条西1丁目1-18 丸増ビル301 
 ℡011-728-2000 （札幌駅北口 徒歩約4分） 

石狩障がい者就業･生活支援センター のいける 
 石狩市花川南1条4丁目225 ｶﾅｵｶﾋﾞﾙ3F 
 ℡0133-76-6767 （バス[花川1-5] 徒歩1分） 

就労支援センター めーでる 
 北広島市美沢3丁目13番地2 正栄ビル1階 
  ℡011-372-5525 

えべつ障がい者しごと相談室 すてら 
 江別市野幌代々木町15-3 
  ℡ 011-802-7998 

調査結果を情報共有している 札幌圏ナカポツ一覧 



平成29年 4月18日(火)  調査依頼文書･調査票を87事業所へ発送 
            回答内容の不明点等は電話確認を進めた。 
  

平成29年 5月12日(金)  回答期限（57事業所、回収率65.5％） 
  

平成29年 5月15日(月)  期限までに回答いただけなかった28事業所へ 
              回答協力を電話で依頼。 
  

平成29年 6月  8日(木)  調査票回収を終了。 
            82事業所より回答を得た（回収率94.0％） 
平成29年 6月 14日(水) 全調査票をコピー・ファイルし郵送、 
            札幌圏ナカポツ計７か所と情報共有。 

2017 (平成29) . 06 / 13 
札幌障がい者就業･生活支援センター

たすく 

調査実施スケジュール・回収状況 
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 催促℡で回答 

 回答得られず 

回答得られなかった5事業所 
  

 ① 調査票未着、電話休止中 
  →札幌市障福課に問合せ 
   届出ないが休止(破産)状態を確認 
  

   ② 電話休止中 
  →札幌市障福課に問合せ 
   現在調査中 
  

 ③ 調査目的に理解､協力頂けなかった 
  

   ④ 休止中、今後も再開の見通しなく  
   調査票記入困難 
  

   ⑤ 調査目的に理解,協力頂けなかった 

調 査 回 収 状 況 

ｎ＝ 87事業所 
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札幌圏 就労移行支援事業所（87ヶ所） 平成29年4月1日現在の状況 
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 平成29年4月1日現在、札幌圏の就労移行支援事業所 総定員 1,029名に対して、利用現員総数 930名。 
 圏域の定員充足率は 90.3％。前年度(総利用922÷定員1.049＝87.9％)を上回る結果となった。 
 
 44事業所(50.5％)で利用現員が定員を下回っている。通所率を勘案すると、利用者確保に苦慮されている 
 事業所が多くあることが推測される。 
 
 一方で、就労移行率50％以上の事業所(21ヶ所)の充足率平均は133.4％。 
 就労実績の上がっている事業所では、新規利用者確保も軌道に乗ってきていると思われた。 

定員・利用現員の状況（平成29年 4月 1日現在） 
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定 員 充 足 状 況 
（利用現員 ÷ 定員） 

定員：利用現員  区･市別状 況 
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 障がい種別を問わず利用可能な事業所は37ヵ所で、全体の45.1％であることが分かった。 
 
 高次脳機能障害 利用可否の割合が逆転し、利用可能な事業所が増加、半数以上となった。 
 
 難病、高次脳機能障がいの利用可能な事業所は平成26年度から増加傾向だが、それでも他障がい種別と 
 比較すると割合低く、今後も継続的な支援技術の研修・啓発活動が必要と思われる。 

利用可能障がい種別の状況 
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平成28年度 札幌圏の就労移行支援事業所から一般企業への就職状況 

就労移行支援事業所から一般企業に就職された方は 336名。 
前年度より 23名増加している。 
  

就職者の内訳では、精神障がい者の占める割合が高く推移し
ている状況。 ( H23=34.1％ → H24=37.3％ → H25=29.0％   
         → H26=39.4％ → H27=36.7％ → H28=40.1％) 
  

職場実習を経て就職された方は 116名 (34.5％) 
  

ジョブコーチ活用が 34名(10.1％) 

ジョブサポーター活用が 6名(1.7％) 
  

障がいクローズで就職された方が21名(6.25％)であった。 
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 就職者  職場実習を経て就職 ＪＣ・ＪＳ制度活用  障がいクローズで就職 
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平成28年度上半期 就職者の職場定着状況・支援状況 

平成28年度上半期中に、札幌圏就労移行支援事業所から一般企業に就職された148名のうち、平成29年3月
31日時点（就職後6ヶ月～12ヶ月経過）で職場定着されている方は117名、定着率79.0％であった。 
  

障がい別の職場定着率では、身体40.0％、知的93.1％、精神68.9％、発達88.5％、高次脳100.0％であった。 
身体障がいでは、採用後半年～1年の間に60.0％の方が離職、精神障がいでは、採用後半年～1年の間に
31.0％の方が離職されていることが分かった。 
身体障がい者の定着率は高い水準を維持してきていたが、平成28年度上半期は極端に低下。要因は不明だ
が、マッチングがしっかりなされているのか、障がい特性以外の要因があるのか気になる。 
  

精神障がい者の定着率は年々上昇してきている。各事業所での取り組み内容など圏域で共有できれば。 
  

就職後半年～1年間職場定着されている117名のうち、89名（76.0％）が、就職へ送り出しされた就労移行
支援事業所で継続して定着支援を対応されていることが分かった。 
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 H28上半期就職者  H29.03/31在職者  定着支援継続中 
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平成27年度 就職者の職場定着状況・支援状況 

平成27年度に、札幌圏就労移行支援事業所から一般企業に就職された305名のうち、平成29年3月31日時点
（就職後12ヶ月～24ヶ月経過）で職場定着されている方は、224名 ･ 定着率73.4％であった。 
  

障がい種別の職場定着率は、身体89.4％､知的83.6％､精神55.8％､発達80.3％､難病100％､高次脳100％。 
就職後1年～2年経過する精神障がい者の定着率は、昨年度47.3％→55.8％と上昇しているが、定着支援の 
難しさ･重要性は、障害者雇用率 義務化の対象となることからも継続的な課題と思われる。 
  

職場定着中の224名のうち187名（83.4％）が、就職に送り出しされた就労移行支援事業所で、1年～2年経
過してもなお、継続して定着支援を対応されていることが分かった。 
  

全体の定着率、障がい種別の定着率、定着者支援率 全てにおいて前年度調査結果より上昇しており、圏域の
就労移行支援事業所で定着支援に力を入れておられることが分かった。 
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 H27就職者  H29.03/31在職者  定着支援継続中 
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平成28年度 札幌圏の就労移行支援事業所から就労継続支援Ａ型への就職状況 

札幌市内の就労継続支援Ａ型事業所は、平成29年 4月 1日時点で、111ヶ所（総定員2,065名）。
平成28年度中に22ヶ所増加、15ヶ所廃止（総定員12名増）休止中の事業所が4ヶ所ある状況。 
廃止事業所が急増したのは、平成27年9月8日付「指定就労継続支援Ａ型における適正な事業運
営に向けた指導について」に続いて、平成29年3月30日付「指定基準解釈通知」の一部改正通知
が厚労省から発出された影響と思われる。 
  

平成28年度、札幌圏の就労移行支援事業所から就労継続支援Ａ型事業所に就職(利用移行)された
方は43名（就労移行総定員の4.1％）であった。 
  

一般企業就職者が 0名であるにも関わらず、Ａ型事業所への就職者がある移行支援事業所は3ヶ所 

(4名)であった。（昨年度 3ヶ所､3名） 
  

～参考情報～ 
札幌市内の就労継続支援Ｂ型事業所は、平成29年 4月 1日時点で 278ヶ所（総定員5,479名）。 
平成26年度＝39ヶ所増（定員715名分）→ 平成27年度＝32ヶ所増（定員712名分）→ 平成28年度
25ヶ所増（定員565名分）と増加が続いている。 
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平成28年度  札幌圏 就労移行支援事業所の一般就労移行率  

札幌圏の平成28年度一般就労移行率（総就職者数÷総利用定員）は36.1％であった。 
  

最も移行率が高い事業所で定員の150％。 
  

就労移行者 0名の事業所は10ヶ所、年間就職者１名の事業所は17ヶ所あった。 
  

なお、新規開設事業所については、開設の翌年度より計上している。 
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  ○ 平成29年4月1日現在、札幌圏の就労移行支援事業所は、８７事業所 

   ・総定員1,029名。 現員930名､ 定員充足率は90.3％ 

 
  ○ 平成29年度、札幌圏の就労移行支援事業所から一般企業に就職された方は ３３６名 

  ・精神障がい者の就職者が最も多く135名、次いで知的97名、発達75名、身体27名。 
  ・難病2名、高次脳機能障がい3名。制度改正に伴って少しずつ就職実績も。 
 
  ○ 平成28年度上半期就職者の半年～1年後の定着率は ７９.０％ 

  ・身体40.0％、知的93.1％、精神68.9％、発達88.5％、高次脳100.0％ 
 
  ○ 北海道「就労移行支援事業所等を対象とした自己評価」 
  ・自己評価に取り組まれた事業所は 58ヶ所 ､ 70.7％ 
  ・結果をホームページ等で公表されてる事業所は20ヶ所 ､ 23.8％ 

札幌圏の就労移行支援事業所 87ヶ所のみな様、ご協力ありがとうございました。 

平成29年度 札幌圏就労移行支援事業所調査の集計を終えて（まとめに代えて） 

2017 (平成29) . 06 / 01  
札幌障がい者就業･生活支援センター

たすく 

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

25 
47 

64 

131 

161 

201 

273 
244 

266 
336 

 高次脳  難病 

 発達  精神 

 知的  身体 

就職者数の推移（札幌市内のみ） 

25% 

46% 

17% 

12% 

 実施→サイト公表 

 実施→未公表 

 未 実 施 

 無 回 答 

自己評価(北海道) 実施状況 


